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「札幌市犯罪のない安全で安心なまちづくり等基本計画」（素案）について

寄せられた御意見と札幌市の考え方を公表いたします。 

 
平成 22 年（2010 年）１月 12 日から平成 22 年（2010 年）２月 10 日までの 30 日間に

わたり、「札幌市犯罪のない安全で安心なまちづくり等基本計画」（素案）についての御

意見を募集させていただいたところ、市民の皆さんから合計 32 件の貴重な御意見をいた

だくことができました。 

以下、お寄せいただいた御意見と、その御意見に対する札幌市の考え方を公表いたし

ます。 

なお、お寄せいただきました御意見は、その趣旨を損なわない程度に取りまとめ、要

約して示しておりますことをご了承ください。 

 

１ 資 料 配 布 方 法 ・ 配 布 数 … 区役所、まちづくりセンター等での配置、   

各ネットワーク会議での配布等 700 部 

 

２ 意 見 提 出 者 数 … 11 人 

 

３ 寄せられた意見の内訳・件数 … 計 32 件 

分 類 意見数 

計画全体に関すること ３件 

現状と課題に関すること １件 

基本目標に関すること ３件 

基本方針に関すること ４件 

基本施策に関すること １８件 

市民意識の向上 ４件 

地域防犯活動の促進 ６件 

犯罪被害者等への支援 ２件 
 

環境の整備 ６件 

計画の推進に関すること ２件 

計画素案に関すること以外のその他の意見 １件 

合 計 ３２件 
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４ 意見の概要とそれに対する札幌市の考え方 

 

【計画全体に関すること（３件）】 

№ 意見の概要 札幌市の考え方 

１ 具体的にいろいろな施策があげられてい

て、札幌市が私たち市民の安全安心に一生

懸命取り組んでくれている意気込みを感じ

た。 

２ 今回の基本計画は、札幌の現状を分析し、

課題を整理して、必要な方策を述べていて良

くできていると思う。 

計画の策定後、これまで以上に、市民及び

事業者と連携しながら、全庁一体となって基

本目標の達成に向けて取り組んでまいりま

す。 

３ この計画書の策定経過がわかるように、本

文の最後に審議会メンバー、検討の経過、条

例本文を掲載してほしい。 

第５章以降に、参考資料として、関連事

業の一覧や「札幌市犯罪のない安全で安心な

まちづくり等に関する条例」本文、札幌市犯

罪のない安全で安心なまちづくり等審議会

委員名簿などを添付します。 

 

 

【現状と課題に関すること（１件）】 

№ 意見の概要 札幌市の考え方 

４ 第２章の３の（３）の「子どもに係る事件」

という表題の「事件」という語句は、警察が

認知件数として取り扱う「犯罪」を連想する

ので、表現を見直すべきだと思う。 

犯罪または犯罪につながる出来事という

意味で「事件」と表記しておりましたが、い

ただいた御意見を踏まえ、一般的に誤解を生

みにくい表現として、「事件」を「事案」に

改めます。 

また、札幌市の調査結果であることも併せ

て追記します。 
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【基本目標に関すること（３件）】 

№ 意見の概要 札幌市の考え方 

５ 基本目標に「犯罪を誘発する機会を減らす

ための施策を推進することにより」とあり、

基本計画が犯罪機会論に立脚していると受

け止めた。 

いただいた御意見につきましては、御理解

いただいているとおりでございます。 

本計画では、犯罪を誘発しやすい状況や環

境に主眼を置き、市民の日常の取組や地域で

の活動、公共空間での防犯に配慮した環境整

備などによって、被害の未然防止を図ること

を中心に施策を展開してまいります。 

また、子どもや高齢者が犯罪にかかわるこ

とがないように、健全育成や孤立防止などの

施策についても併せて推進することにより、

犯罪のない安全に安心して暮らせるまちの

実現を目指すこととしております。 

６ 基本目標に「市民や事業者と連携しなが

ら、活動の自主性及び地域性を尊重し、日常

生活や地域活動を通じた活力あるコミュニ

ティづくりを重視するとともに」とあり、地

域コミュニティの再生創造を目指している

と考えるが、併せて「環境の保全と整備」と

いった日常の取組が必要ではないか。 

環境の保全や整備など、ハード的な対策に

ついては、基本目標においても、犯罪を防止

するための活動と併せて、施策を推進してい

くこととしております。 

さらに、「犯罪が起きにくいまちをつくる

ため、環境の安全性を高める」として、基本

方針の一つに掲げているところであります。

７ 条例における基本理念が、この計画とどの

ような関連・整合を持っているのか、また、

一連の施策がどのように理念に寄与するの

かについて、計画上の位置づけが必要だと思

う。 

 「基本理念」の重要性に鑑みて、「なお書

き」程度で終えるべきではないと思う。 

本計画は、条例に基づき策定するものであ

り、活動の自主性やプライバシーへの配慮な

ど、条例の基本理念を踏まえ進めていく必要

があります。 

こうしたことから、基本目標においてその

点を改めて示した上で、犯罪のない安全に安

心して暮らせるまちの実現に向けて、施策を

展開していくこととしております。 

また、計画の概要及び条例との関連性を示

した体系図を併せて添付します。 

 

 

 

 

 

 

 



 - 4 -

【基本方針に関すること（４件）】 

№ 意見の概要 札幌市の考え方 

８ 第４章の冒頭において、キーワードが３つ

登場するが、唐突な感じがする。 

なぜこの３つに集約されたのか、もう少し

丁寧な補足が必要ではないか。 

第２章の４「犯罪のない安全で安心なまち

づくりにおける課題」の中で、「市民の防犯

意識」、「地域の防犯力」、「環境の整備」の３

点を取り組むべき施策の大まかな方向性と

して整理し、これらをキーワードとする基本

方針を定めておりますが、いただいた御意見

を踏まえ、第４章の冒頭においてもこのこと

を改めて示します。 

９ 安全安心なまちづくりには、そこに住む市

民一人ひとりが、安全安心は自らの手で築き

上げていくものだということを自覚するこ

とである。 

基本方針１で述べていることはとても重

要なことだと思う。ぜひ、広報啓発、情報の

発信に努めてほしい。 

そのためにも、より具体的な取組の実施を

お願いしたい。 

10 犯罪のない安全で安心なまちづくりの第

一歩として、市民一人ひとりの防犯意識や危

機意識の向上を図っていくべきだと思う。 

例えば自転車盗についても、一人ひとりが

鍵の施錠を確認する癖をしっかりと身に付

けるとともに、一般に売られている強固な鍵

を取り付けるといった措置をするだけでも、

被害を相当数減らせるのではないだろうか。

戸締りの徹底や防犯用品の携帯など市民

が意識することで実践できる防犯対策は、安

全で安心なまちづくりを推進するための基

本的な取組と考えます。 

こうしたことから、市民一人ひとりの防犯

に対する関心を高め、このような取組が積極

的に行われるように、パネル展や防犯セミナ

ーの開催、各種媒体を活用した情報提供など

の事業を進めてまいります。 

11 基本方針に「犯罪が起きにくいまちをつく

るため、環境の安全性を高める」とあり、犯

罪機会論に立脚し、抵抗性、領域性、監視性

の確保ということが強調されているものと

受け止めた。 

いただいた御意見につきましては、御理解

いただいているとおりでございます。 

犯罪のない安全で安心なまちづくりの推

進にあたっては、個人や地域での防犯活動な

どのソフト的な対策と併せて、環境整備など

ハード的な対策も重要と考えます。 

こうしたことから、住宅防犯に関するセミ

ナーの開催やまちの美化活動への支援など、

環境の安全性を高める施策を展開してまい

ります。 
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【基本施策に関すること（４件）】 

№ 意見の概要 札幌市の考え方 

≪市民意識の向上≫ 

12 防犯力を高める情報発信や様々な機会を

通じた広報啓発等について、私たちに身近な

区単位や犯罪が多そうな薄野などで力を入

れてもらうと、市民自らが防犯力を高めるき

っかけの一つになると思う。 

いただいた御意見も参考としながら、広報

啓発や情報発信などを実施してまいります。

13 今まで以上の市民の防犯意識の向上のた

め、学校や様々な公共の施設に積極的に赴

き、一人でも多くの市民に出前講座等を行

い、それぞれの事業に応じたきめ細やかな指

導を施すことにより、体感治安の向上に努め

てほしい。 

基本方針１に基づく施策として、犯罪のな

い安全で安心なまちづくりの理解増進を図

るために、出前講座を実施するほか、幼児及

び児童の防犯力の育成に向けて、防犯教室や

防犯訓練などの実践的な手法で防犯力を高

めていくこととしております。 

こうした事業などを通じて、市民の防犯意

識の高揚及び安全確保に向けた取組を促進

してまいります。 

14 具体的な取組の一つとして、初めて母親に

なる女性を対象として実施されている母親

教室で、防犯に関する啓蒙教室を導入しては

どうか。 

安全安心なまちづくりは、基本計画で述べ

ているとおり、市民一人ひとりの防犯意識を

高めることが重要であり、それは一時的な事

業で定着するものではない。長期に根気よく

継続していかなければならない。 

特に子どものときから規範意識を育てる

ことが大切である。そのためには母親の存在

が大変大きいと思う。 

初めて母親になる女性に対する啓蒙活動

はとても意義のあることであり、小学校・中

学校での防犯教室へと連動することで効果

があると思う。 

子どもは、成長・発達段階によっては、保

護者を通じて学ぶ機会も多いと考えます。 

こうしたことから、基本方針１に基づく施

策として、保護者が防犯に対する関心を高

め、子どもの防犯力の育成につながるよう

に、研修会や助言指導などを行うこととして

おり、いただいた御意見も参考にさせていた

だきます。 
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№ 意見の概要 札幌市の考え方 

15 青少年の犯罪には、携帯電話やインターネ

ットがらみのものが増えている。これらの実

態についての情報も、ぜひ広く公開してほし

い。 

いただいた御意見のとおり、インターネッ

トの利用に伴う犯罪に子どもがかかわるケ

ースが多く、こうした情報についても積極的

に発信してまいります。 

また、基本方針１に基づく施策として、生

徒及び学生に対し防犯教室を開催するなど

としており、インターネットの利用に伴う犯

罪等の被害防止と利用マナーの普及を図っ

てまいります。 

≪地域防犯活動の促進≫ 

16 条例の基本理念にある、地域における他の

取組や分野との連携について、計画上どのよ

うに具体化されているのか。 

町内会では、交通安全、防災など地域の安

全に関する同じような取組を行っており、役

員も兼ねているケースが多いため、この点を

上手に活用した施策展開が現実的だと思う。

活動実践者が、防犯とともに他の安全安心

などに関する様々な知識を身に付け、効率的

または効果的に活動できるように、防犯教室

や研修会などの内容を工夫してまいります。

具体的には、自転車盗や車上ねらいの被害

防止対策とともに、交通安全教育も併せて実

施したり、地域安全マップづくりにおいて、

防災やバリアフリーなどの視点も取り入れ

ていくことを考えております。 

17 地域防犯活動について実際に参加したこ

とがある市民が 20％と低く、参加時間を自

由に選択できるなら、参加は可能とのアンケ

ート結果だったが、犬の散歩やウォーキング

等のときに防犯ジャンパーを着て行動する

だけならば、防犯活動に参加する方はもっと

増えると思う。 

町内会誌において、今後も参加を気軽にで

きる地域防犯活動の周知をしていくことが

犯罪の抑止につながると思う。 

いただいた御意見も参考としながら、地域

における防犯活動の促進を図ってまいりま

す。 
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№ 意見の概要 札幌市の考え方 

18 第２章の２の（３）の「地域防犯活動に要

する支出」について、活動に必要となる道具

も資金も 60％以上の団体は充実していると

回答している。 

実際、私の町内会や PTA 集会でも資金がネ

ックになることはほとんどない。むしろそれ

よりもどのように活動に参加していただく

か、協力を引き出すかが難しい課題であると

いうのが実態である。 

資器材に対する支援も大切ではあるが、

60％以上は充足しているという結果を重視

し、その上で参加率の向上に努めるために求

められる施策とは何か、といった検討を加え

ていただきたいと思う。 

地域における防犯活動の促進にあたって

は、活動への手引きの作成配布や各団体に関

する情報発信、実践者の育成などにも取り組

むこととしております。 

こうした事業を通じて、市民が防犯活動に

参加しやすい環境をつくり、各団体の活性化

及び活動の継続化を図ってまいります。 

19 地域のパトロールを自動車を使用するタ

クシーや宅配業者などの業種にも協力して

もらって、くまなく市内のパトロールをす

る。 

基本方針２に基づく施策として、事業者が

地域防犯活動に参加しやすくなるような情

報を提供するなど、防犯に関する社会貢献活

動の促進を図ることとしております。 

いただいた御意見も参考としながら、事業

者と連携協力して取組を進めてまいります。

20 町守という名称の組織をつくり、本当にボ

ランティアに協力してくれる人を募って、ま

ちの防犯や防災、ゴミ及び福祉の問題、交通

安全など、バラバラになっている現在の組織

を一本化することが望ましい。 

条例の基本理念でもある防災、交通安全そ

の他の分野における取組との連携は、地域の

結束力をさらに高め、効果的な防犯活動の展

開が期待できると考えます。 

こうしたことから、地域における協議会や

ネットワーク会議などにより、各団体の連携

を強め、より効果的な活動が図られるように

支援してまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 



 - 8 -

 

№ 意見の概要 札幌市の考え方 

21 誰もが犯罪者になりたくて生まれてくる

人はいない。成長する過程で意識が薄いまま

覚えたり、世の中の流れに上手に順応できな

い状態で感染してしまうことが根源にある。

子どもが、平等に階層ごとに社会活動へ参

加し、地域における伝統と文化を尊ぶ市民と

して実感できるように仕向けていくことが、

自治体の使命であると考える。 

この度の素案は誠に素晴らしい内容であ

るが、根本的な子女教育と社会全体が犯罪を

誘発させない仕組みづくりに重点を置いて

ほしい。結果として運が悪くて、周りが悪く

て犯してしまう罪を市民参加型のルールで

解消できるプランにしていただきたいと念

じている。 

学校施設の有効活用と中高齢者の御協力

を得た各種のメニューづくりに着手してみ

てはどうか。 

子どもが成長の過程で犯罪にかかわる場

合もあり、地域の中などで犯罪を起こさせな

い人間づくりも必要であると考えます。 

こうしたことから、地域安全マップづくり

を通じたコミュニケーション力の育成や子

どもの健全な育成にかかる活動の支援、有害

な環境の排除などを施策として掲げており

ます。 

いただいた御意見も参考としながら、子ど

もの防犯力の育成を図るとともに、地域と一

体となって子どもの見守り活動を推進して

まいります。 

≪犯罪被害者等への支援≫ 

22 犯罪の被害に遭われた方たちは深い心の

傷を負い、被害に遭ったことを相談できない

方も中にはいると思う。 

犯罪を発生させない地域づくりはどうす

ればよいのか、市民一人ひとりが考えていか

なければいけないと感じた。 

犯罪被害に遭った方が、一人で悩むことな

く相談しやすい状況ができるよう、また市民

一人ひとりが犯罪被害や防犯について考え

る機会が持てるように、広報啓発にも取り組

んでまいります。 

23 重大な犯罪の被害に遭われた方の支援だ

けではなく、空き巣や窃盗などの軽微な犯罪

にも対応した窓口や団体など、大小にかかわ

らないで対応してほしい。 

犯罪被害の内容にかかわらず支援に取り

組んでまいります。 

≪環境の整備≫ 

24 「良好な公共空間の維持」という言葉が、

それ単体ではイメージがわかず、市民にわか

りづらいと思う。 

基本方針３の中で、「割れ窓理論の観点か

ら、美化活動などにより美しい街並みを維持

することで、犯罪を誘発する機会を減らすこ

とができます。」として、「良好な公共空間の

維持」についての説明及び必要性を示してお
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ります。 

№ 意見の概要 札幌市の考え方 

25 市内にある構築環境の保全と整備につい

ての取組状況を広報等で知らせてほしい。 

犯罪の防止に配慮した公共施設の整備等

に関する状況について、積極的に広報するこ

とにより、市民と情報の共有を図りながら、

環境の安全性を高めてまいります。 

26 学校や公共施設等に耐震・耐火性能の劣る

建物はないだろうか。脆弱な構築環境の改善

整備は防犯・防火の観点からも緊急の課題だ

と思う。 

学校や公共施設等については、防犯の観点

も含め、広く市民が安全に安心して利用でき

るように整備等を図ってまいります。 

27 住宅の防犯設備向上を図るための対策を

施した家庭（管理組合・町内会）に補助金交

付を検討してもらいたい。 

具体的な例としては、玄関扉のダブルロッ

ク化やインテリジェント化、カードキー化、

窓ガラスの防犯フィルムはりや防犯ガラス

化、防犯ライト設置、マンション共用部の防

犯カメラ設置、街路灯の高照度化、放火防止

のためのごみ庫設置などである。 

金銭的には、難しい面も多々あるかと思う

が、いくらかでも補助金のようなものを交付

するシステムをきっかけに、市民が自らの手

で、札幌市を安全で安心なまちにしていくこ

とができれば良いと思う。 

基本方針３に基づく施策として、住宅や路

上の安全対策などを掲げております。 

個人の財産に対する直接的な支援につい

ては難しいところでありますが、市民が行う

環境整備の促進としては、街路灯を設置また

は維持する町内会等に対し、補助金を交付す

ることとしており、こうした地域団体への支

援などを通じて、安全で安心なまちづくりを

推進してまいります。  

28 「防犯カメラガイドライン」のあとに策定

年月を入れたほうが良いと思う。 

いただいた御意見を踏まえ、注釈を追記し

ます。 

29 薄野には、何台か街頭カメラがあるが、そ

の場所付近では客引きが少ない。客引きだけ

に限らず、街頭カメラの存在を知っている者

に対して、犯罪を減らす効果は高いと思う。

観光客が安心して遊べる薄野にするため

に、行政が中心になって、もっと街頭カメラ

が設置されていることを世に知らしめるべ

きだと考える。 

基本方針３に基づく施策として、防犯カメ

ラの適正な設置運用の促進を図るためのガ

イドラインを普及することとしており、カメ

ラ設置の表示についても、ガイドラインにお

いて規定しているところであります。 

また、基本施策の一つに「歓楽街等を対象

とした環境改善」を掲げており、薄野地区の

安全安心を確保するため、官民協働による一

体的な環境改善を進めてまいります。  
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【計画の推進に関すること（２件）】 

№ 意見の概要 札幌市の考え方 

30 この計画書を有期計画にするのであれば、

本文前半に項目立てをすることがふさわし

いと思う。 

本計画における施策は、安全に安心して暮

らせるまちの実現に向けて継続的に取り組

む必要があると考えており、推進にあたる期

間を設けておりません。 

しかし、犯罪や社会情勢などは変化してい

くことが考えられるため、毎年の評価検証と

ともに、中長期的な考察も実施し、計画の見

直しについて検討してまいります。 

31 札幌市に安心して安全に暮らせるための

条例ができていたことを最近まで知らなか

った。 

この条例ができたことは本当に良いこと

だと思う。しかしながら、この条例があるこ

とを知らない市民がたくさんいると思う。 

犯罪の被害は誰にでも降りかかってくる

可能性があり、市民はもちろん企業や団体な

どにも広報して、協力していただけるように

働きかけをもっとしてほしい。 

条例制定後、パンフレットを作成し、地域

での会合や出前講座、地域安全集会等におい

て配布するなど、周知活動を展開してまいり

ました。 

今後も引き続き、条例はもとより、基本計

画についても広く周知を図り、安全で安心な

まちづくりを推進してまいります。 

 

 

【計画素案に関すること以外のその他の意見（１件）】 

意見の趣旨のみ掲載させていただきます。 

№ 意見の概要 

32  警察行政に関すること 
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